
ヒメオドリコソウ（姫踊り子草）  シソ科オドリコソウ属 

一年草。同じシソ科のホトケノザに似ているが、違いは、ヒメオドリ

コソウは葉が三角形で先端がとがっていることと、植物体の上部の葉が赤紫色に染まって

いること。茎の断面が四角い（シソ科の特徴）。ヨーロッパ原産の帰化雑草で、日本には 

明治時代に侵入した。オドリコソウは編み笠をかぶった踊り子が輪にな 

っているように見えることから名付けられ、小型なため「ヒメ」が冠せ 

られた。他家受粉をおこなう「開放花」と自家受粉をおこなう「閉鎖 

花」を付ける。種子にアリの餌となるエライオソームが付いており、ア 

リが種子を運ぶ。食べられる。 

 

「大地と 心と 地域を 耕す」 

 

 

 

 

） 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野草あれこれ             

 

すずしろは大根 それは大地の豊な恵の象徴 22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

 

すずしろ 22 2022 2 月報 

         2022 年 1 月の援農集計 

 援農時間(h) 参加人数(人) 参加延べ人数(人) 農家数(軒) 

2022 年 1 月 1,382 50 370 19 

2021 年 1 月 1.254 47 333 15 

  増減 ＋128 ＋3 ＋37 ＋4 

お正月休みや農閑期ということもあって、この 1 月はご依頼のない農家さんもありまし

た。そのために 12 月等に比べ援農時間は少なくなっております。この 1 月は、長ネギ、

人参、白菜、大根、里芋等の野菜の収穫や出荷作業が続きました。また、冬恒例となって

いる椎茸菌の打込み作業が始まりました。また梅の剪定作業など春に向けての作業もあり

ました。少ないながらも、1 月としては最高の援農時間（昨年 1 月比 128 時間増）とな

りました。ありがとうございました。 

立春が過ぎましたが、まだまだ寒い日が続きます。時に雪の予報が出たりと、今年の春

はもう少し先になりそうです。防寒対策の上、また路面の凍結等にもご注意の上、援農へ

の参加をよろしくお願いいたします。 

なお、通常総会終了後に安全講習会を予定しておりましたが、このコロナ禍の中での総 

会開催で、皆様には書面議決や委任状での参加を呼びかけしておりますの 

で、安全講習会は見合わせといたしました。今後もいろいろな機会を利用 

して安全講習会を開催して行く予定とします。お届け済みの「援農のしお 

り」や「ヒヤリハット集」をお読みいただき、引き続き事故や怪我のない 

よう援農への参加をお願いいたします。（援農サポータ 北尾） 

 

 

 

 

 

 

 

援農状況 

NPO 法人すずしろ 22 
発行責任者 清水 義秋 

080-3347-6491 

666 
理事会報告 2 月度理事会（2/17(木)17:30～21:00 台町市民センターにて。 

6 人出席） 

① 総会（2/27(日)）の準備、役割分担 

② 3 月に 8 番目の農園『青空ファーム』を開設する。 

全 9 区画は既に利用申込みあり。小比企町。 

③ コスモス・たんぽぽ両農園の排水路の終わり部分に U 字溝がなく 

土手が崩れやすいため、市に U 字溝の設置を陳情することとした。 

④ 小比企町の農園駐車場に至る湯殿川沿いの道が凸凹なので、河川管理機関に補修をお

願いすることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月報 

クイズ 

の答え 

― 落葉堆肥の高温発酵 条件 ―  

以下の五条件と伝聞し、信じています   

① 窒素分の追加、②水分の補給と雨水防止、③加圧、④切り返し、 

⑤有機堆肥づくりへの愛情        （合津 秀雄） 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          暮らしが一段と豊かになりました    片倉町  三浦朝子 

       一年半前に、小比企町の栗の木農園の畑をお借りして野菜を作っていま

す。昨年から、援農にも参加させていただいて、農業の仕事の一端を教わっています。 

 以前、東京都の東側に住んでいた時に、千葉の畑を借りて野菜や花を育てていました。

日本園芸協会の野菜講座や薬草ガーデン講座を受講して、見よう見まねで栽培していまし

た。その後、八王子市に引っ越してきて畑を探していた時に、すずしろ 22 のホームペー

ジを見て参加させていただきました。土も日当たりもとても良い畑をお借りできて、運が

よかったと思います。また、野菜の収穫の仕方や、野菜をきれいに洗ったり、痛まないよ

うに保存したりする方法を知りたいと思っていましたが、援農を通してそうしたことを教

えていただけるようになりました。打越町の小山さんの畑を見せていただいたり、立派な

さつま芋や里芋をきれいにする方法を教わったりしています。堀之内の 

キテレツファームさんでは、野菜を収穫して袋詰めす 

るお手伝いなどをして、出荷の作業を経験できました。 

小比企町の安留さんから自然薯の育て方も教わって、 

今度作ってみたいと思っています。畑に関わる様々な体験ができるよう 

になって、暮らしが一段と豊かになったと感じています。 

 

 

 

 

援農体験記 

  

① 令和 4 年度通常総会 2/27（日）10:00～12:00 台町市民センター第 1 会議室で 

令和 4 年度通常総会を開催します。コロナ禍の中、可能な限り書面表決での参加をお 

願いします。委任状・書面議決書をまだ提出されていない方は、提出をお願いいたし 

ます。 

② 八王子産自然薯の収穫体験と即売会（主催：安留農園） 

・日時：3/6（日）雨天翌週 13（日）10:00～12:00  

・会場： 小比企町（湯殿川沿い）安留農園自然薯畑  

   （トイレはありません。川沿いの道の入り口は車止めがあり、 

とても狭くなっています。ご注意下さい） 

・募集人数：先着２０組  駐車 20 台  駐車場は川沿いの防災小屋近くのスペース  

・自然薯販売代金：500g 1000 円（1 本は 400～700ｇ）1 人 3 本位まで 

・参加費：すずしろ２２会員無料  会員外・小学生以上 100 円（保険代等）  

未就学児無料  

・締切り 2/28（月） 

・主催：安留農園、 協賛：すずしろ２２ 

・申込先：佐藤瑞恵 mizue06230415@yahoo.co.jp シ       ョートメール 090-4912-2117 

③ 地域デビューパーティーに出展 

団体紹介コーナーと、動画で、すずしろ２２の紹介をします。 

・日時：3/6（日）13:00～16:30 

・場所：八王子学園都市センター12 階 イベントホール他 

④ 竹の子掘り 

常盤農園で竹の子掘りを行います。 

掘った竹の子は、1㎏350円で買い取りとなります。 

今年は、天候により後ろにずれる可能性があり、その場合は、追って 

お知らせします。 

・場所：寺田町、大恩寺向かい 

・参加費：会員は無料、非会員の方は保険代として1人100円、中学生以下は50円 

・持ち物：つるはしやスコップ、竹の子を入れる袋、飲み物、汚れてもいい服装 

・日にち：4/16(土)、17(日)、23(土)、24(日)、29(金)、5/1(日)、3(火)、5(木) 

・時間 ：８時～10時、10時～12時（どちらかの時間帯で申込受け付けます） 

・問合せ・申込：小西（konishi@rice.ocn.ne.jp、090-5525-0205） 

 

イベント等のお知らせ 
66 


